































































参加地区 参加県数 参加チーム 参加都道府県別チーム ％
北海道地区 1 1 北海道1 0．30
東北地区 5 17 青森1秋田6宮城1山形3福島3 5．13
関東地区 8 155 東京36茨城23山梨11埼玉27千葉19栃木15_奈川11群馬13 46．82
北信越地区 4 20 新潟7富山3長野5石川5 6．04
東海地区 4 54 静岡15岐阜22愛知15三重2 16．31
関西地区 4 33 兵庫17和歌山6大阪7滋賀3 6．97
中四国地区 7 32 岡山10広島2山口5島根1香川10徳島2愛媛29．66
九州地区 6 19 佐賀2宮崎2熊本6鹿児島4長崎3大分2 5．74

















年　齢 人数 年　齢　別　人　数 ?
20歳以下 2 17歳2 0．60
21～30歳 20 22歳323歳825歳226歳229歳130歳4 6．01
31～40歳 48 31歳332歳434歳335歳436歳337歳438歳639歳740歳1214．50
41～50歳 106 41歳942歳1543歳944歳945歳1346歳547歳1248歳10S9歳550歳9 32．02
51～60歳 45 51歳652歳553歳754歳255歳656歳357歳458歳359歳6U0歳3 13．59


















































体　　　重 人数 ％ 胸　　　囲 人数 ％
155cm以下 7 2．11 55kg以下 28 8．46 75cm以下 3 O．90
156～16035 10．57 56～6058 17．52 76～8010 3．02161～165104 31．42 61～6591 27．49 81～8531 9．36166～170108 31．11 66～7054 16．31 86～9075 22．66171～17543 12．99 71～7539 11．78 91～9553 16．01176～18020 6．04 76～8019 5．74 96～100105 31．72181cm以上 2 O．60 81～8516 4．83 101～10524 7．25無　回　答 12 3．62 86～908 2．41 106～11011 3．3291～955 1．51 111cm以上 7 2．1196kg以上 1 0．30 無　回　答 12 3β2
無　回　答 12 3．62












職　　種 人数 ％ 職　　種 人数 ％ 職　　種 人数
?
自営業 69 20．84 道場経営 10 3．02 商業 7 2．11
会社員 89 26．89 農業 12 3．62 印刷業 1 0．30
公務員 44 13．29 林業 1 0．30 自由業 3 0．90
サービス業 2 0．60 学生 1 0．30 教員 5 1．51
警察官 10 3．02 僧侶 1 0．30 建設業 1 0．30
アパート業 1 030 自衛官 1 0．30 無回答 38 10．87



















1人 17 5．13 5人 64 19．33 9人 8 241 21以上 7 2．11
2 23 6．95 6 21 634 10 20 6．04 無回答 26 7．85
3 62 18．73 7 18 5．44 11～1512 3．62












年　齢 人数 年　齢　別　人　数 ?
20歳以下 13 18歳419歳420歳5 3．92
21～30歳 48 21歳322歳623歳624歳425歳426歳527歳328歳529歳2R0歳10 14．50
31～40歳 81 31歳332歳633歳534歳535歳836歳837歳838歳1139歳10S0歳9 24．47
41～50歳 82 41歳1442歳1243歳844歳745歳546歳047歳548歳1049歳824．77
51～60歳 31 51歳552歳353歳254歳255歳556歳357歳458歳359歳3U0歳3 9．36
61～70歳 32 61歳462歳763歳464歳665歳466歳367歳268歳29．66

































































身　　　長 人数 ％ 体　　　重 人数 ％ 胸　　　囲 人数 ％
155c皿以下 6 1．81 55kg以下 15 4．53 75cm以下 0 0
156～16010 3．02 56～6042 12．68 76～802 0．60161～16574 22．35 61～6578 23．56 81～8519 5．74166～170102 30．81 66～7069 20．84 86～9050 15．10171～17571 21．45 71～7545 13．59 91～9591 27．49176～18024 6．34 76～8019 5．74 96～100101 30．51181cm以上 9 2．72 81～8515 453 101～10518 5．43無　回　答 38 11．48 86～904 1．21 106～1109 2．7291～953 O．90 111cm以上 3 0．9096kg以上 1 0．30 無　回　答 38 11．48








職　　種 人数 ％ 職　　種 人数
?
職　　種 人数 ％
自営業 43 12．99 道場主 2 O．60 商業 3 0．90
会社員 104 31．41 農業 7 2．11 設計業 1 0．30
公務員 50 15．10 主婦 4 1．21 団体職員 2 0．60
機械業 4 1．21 学生 11 3．32 無回答 38 11．48
警察官 11 3．32 僧侶 1 0．30
不動産 2 0．60 社長 15 4．53







































回　数 人　数 ％ 時間min人　数 ％ 回　数 人　数 ％ 回　数 人　数 ％
1 17 5．13 30 5 1．51 1 13 3．93 1 13 3．93
2 68 20．54 60 60 18．12 2 79 23．87 2 79 23．87
3 118 35．65 90 69 20．84 3 161 48．64 3 161 48．64
4 58 17．52120 129 38．97 4 42 12β9 4 42 12．69
5 31 9．36 150 13 3．93 5 16 4．83 5 16 4．83
6 36 10．87180 29 8．76 6 16 4．83 6 16 4．83
7 3 0．90 210 1 0．30 7 1 0．30 7 1 α30
無回答 0 0 240 4 1．20 無回答 3 0．90無回答 3 0．90
270 13 3．93 ? 331100．∞ 計 331100．00
300以上 3 0．90




回数 人数 ％ 時間min人数 ％ 回数 人数 ％ 時間min人数
?
1 13 4．71 30 2 0．60 1 20 6．04 30 2 0．60
2 70 25．36 60 60 18．12 2 84 25．37 60 53 16．01
3 117 38．77go 56 16．92 3 121 36．88 go 70 21．15
4 50 15．58120 118 35．65 4 37 11．17 120 145 43．80
5 25 9．06 150 27 8．15 5 18 5．43 150 2 0．60
6 13 4．71 180 21 6．34 6 8 2．41 180 13 3．92
7 5 1．81 210 1 0．30 7 1 0．30 240 3 0．90
無回答 38 11．48240 3 0．90 無回答 38 11．48無回答 38 11．48
300以上 5 1．51


















































年　齢 人数 年　齢　別　人　数 ％
30歳以下 2 30歳2 α94
31～40歳 24 32歳233歳235歳237歳338歳639歳640歳311．32
41～50歳 66 41歳542歳1143歳1144歳545歳846歳547歳448歳649歳5T0歳6 31．13
51～60歳 45 51歳352歳453歳454歳455歳756歳657歳358歳359歳6U0歳5 21．23





















無回答 42 19．81? 212 100．00
（f）職業
職　　種 人数 ％ 職　　種 人数
?
職　　種 人数 ％
自営業 34 16．03 道場経営 7 3．30 アパート業 1 0．32
会社員 59 27．83 農業 12 5．66 商業 11 5．18
公務員 45 21．23 林業 1 0．32 自由業 5 2．35
医師 2 0．94 製造業 2 0．94 無職 13 6．13





種　別 数 ％ 種　別 数 ％
個人道場 55 16．61その他 48 14．50
学校の体育館 168 50．75





























門弟数 男子 ? 女子 ? 男子 ％ 女子 ％0 0 0 251 75．38 0 0 0 0
10人以下 14 4．23 54 1631 114 34．44 131 39．57
11～20 35 10．57 23 6．85 67 20．24 16 4．83
21～30 94 2840 1 0．30 26 785 3 0．90
31～40 77 23．26 2 0．60 7 2．11
41～50 42 12．66 3 0．90
51～60 35 10．57 1 0．30
61人以上 34 10．27
無回答 0 0 113 34．14 181 54．68? 331 100．00 331 100．00 331 100．00 331 100．OO
c．高校生 d．一般
男子 ? 女子 ％ 門弟数 男子 ％ 女子 ?0 0 0 0 0 0 0 0 0
96 29．00 107 32．32 10人以下 110 33．23 100 33．23


















? 金　　額 数 ％
0 37 11．18 4，000 11 3．32
500円以下 15 ￥500－9 4．53 5，000 10 ￥5，000－9 3．02
1，000 91 ￥1，∞0－82 27．49 5，500 2 0．60
1，500 52 ￥1，500－4615．71 7，000 1 O．30
2，000 48 ￥2，000－4514．50 10，000 1 0．30



























4～5 54 4－165－38 16．31
6～10 67 6－11　7－14　8－18　10－2420．
11～15 12 12－513－414－3 3．62






参加回数 チーム数 内　　　　　容 ％ 参加回 チーム数 ％
0 7 2．11 0 3 0．90
1 33 9．97 1 188 56．79
2 121 36．55 2 85 25．68
3 98 29．06 3 43 12．99
4～5 38 4－215－17 11．48 4 6 1．81
6～10 29 6－13　7－3　8－9　10－48．76 5 0 0



































参加回 チーム数 内　　　容 ％
3回以下 67 1－192－233－35 20．24






宿泊 数 ％ 宿泊日数 数 ％ 宿泊日数 数 ％? 195 58．91 1日 78 40．01 4 5 2．56
無 136 41．09 2 94 48．20
計 331 100．00 3 18 9．23
? 195 100．OO
（c）今大会参加への交通機関 （d）今大会への費用の負担状況
交通機関 数 ％ 交通機関
?
％ 負担者 数 ?
JR 149 45．01 自家用車 48 14．50 個人負担 168 50．75
路線バス 26 7．85 その他 17 5．14 所属道場負担 118 35．65















5人以下 51 4－55－46 15．41
6～10 169 6－47　7－30　8－11　9－34　10－475 ．06
11～15 83 11－56　12－8　13－5　14－6　15－825．07
16～20 24 16－10　17－9　18－4　19－1　20－07． 5






参加しない 188 56．80％? 331 100．00％
参加回 数 内　　　容　゜ ％
3回以下 98 0－50　1－9　2－16　3－2368．53
4～5 33 4－145－19 23．07
6～10 12 6－68－29－4 8．39? 143 100．00
　続いて各団体の指導に。少年剣道指導上の悩み及び課題。少年たちの父兄との問題。道場
及びクラブ運営上の問題。などについて自由記述式によって求めた回答の重要且っ多数を占
あたものを列挙してみると、次の通りとなる。◎印にっいては10名以上の多数の回答があっ
たものを示す。
⑦少年剣道指導上の悩み及び課題。
④練習上の問題。
　　・練習が厳しいと少年たちがついてこない傾向が強くなってきた。
　　◎過保護が多く厳しくすると休んでしまうなど厳しさ加減がむつかしい。
　　・技術面と精神面をどうっなげるか。
　　・根性づくりのむつかしさ。
　　◎勝っことのみを要求され、本来の正しい剣道指導がやりにくい。
　　◎もっと基本重視の練習をしたい。
　　◎試合に勝っことに走りがちとなり、選手中心の稽古となってしまう傾向が多い。
　　・剣道は武道であるのに、スポーツとして考える者が多い。
　　◎試合に勝つことにより、剣道の素晴らしさ思いやりなど精神面を重視する。
　　・道徳豊かな、やる気のある人間を育成したいのだが。
　　・強く打っことを要求するとすぐ竹刀がこわれてしまう。それではカーボン竹刀をと
　　　思っても高価で金銭的な問題がある。
　　◎礼儀作法などを重視し、日常生活に活用できるように理解させる。
　　◎試合数が多過ぎるので、適度な試合への参加による指導法の修正をしたい。（基本重
　　視の練習）
　　・楽しく、厳しく、興味をもたせつつ長く続けさすことを最優先に考えるが、その練
　　　習方法に苦慮する。
　　・道場が狭いので、危害予防に注意している。
　　・床が悪く、足を痛める子供が多い。
　　・子供たちに健康状態に絶えず気をくばっている。
　　・竹刀防具が点検におわれる。
　◎塾との関係などで、剣道のみに集中できない環境など。
一18一
165
「少年剣道の実態に関する調査研究」
◎学習塾との問題。
　◎塾の多様化で入門者が集まらなくなってきた。
　◎勉強との両立のむつかしさ。塾にかよっている少年が多く、練習への参加回数がど
　　うしても少なくなる傾向が強い。
　・剣道に集中できない環境となってしまう。
　◎塾に通っている少年が多い。
　◎高学年になると進学のため、塾に通う回数も多く、しかも塾優先となり、練習にも
　　熱が入らなくなってくる。
　◎父兄が学カー辺倒で、もっと練習をしたいという少年もいるのだが。
　◎一部の指導者にいろいろな雑事が集中してしまい、精神的に疲れてしまう。
◎練習時間の問題。
　◎指導者側からは仕事との関係で帰宅時間が遅くなり、練習時間を少年たちに合せる
　　のが仲々困難である。
　・練習時間が遅れると騒音などの関係で、近所からの苦情が多くなってくる。
　・塾や勉強時間などの関係で、長時間練習をすることができない。
　　　など。
㊤入門者の問題。
　◎創設当時に比較して少年剣道の人日数が減少している。
　◎少年の人口減少からの影響で、将来の入門者の減少が懸念される。
　　（今年だけでも参加チームがすでに80チーム減少しているのが現状である）
　◎最近、特に球技が盛んになり、剣道をする少年が少なくなってきた。
　・入門者の目的意識が大きく異ってきた。
　◎高学年になり、折角剣道が上達してきてこれからと思う時にやめてしまう者が多い。
　　　など。
⑧少年たちの父兄との問題。
　　・父兄同士の協調性がうすい。
　　◎月謝を払えば、あとは指導者まかせという父兄が多い。
　　◎勝ち負けを意識する父兄が多く、指導者と父兄の剣道に対する価値観の相違を強く
　　　感じる。
　　◎過保護が多く、少し厳しくすると直ぐに休ませてしまう。
　　・練習時間と夕食時間が重なり、少年たちを道場に行かせ、自分たちは知らん顔で一
　　　寸、手助けをしてもらおうと思っても、協力してくれる父兄が以外と少ない。
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・剣道と生活を切り離して考えており、父兄自身の礼法が不充分である者が多い。
・自分の子供に対して、欲のある優越的な見方をする父兄が多く、指導しにくい場合
　がある。
・目先きばかりにとらわれる父兄が多く、何かとすぐに口をはさむ。
◎道場で折角指導した諸作法を家で守らせない父兄が多い。
・学業成績が低下すると、剣道の練習の為と責任を転嫁する父兄が多い。
・試合に勝たないと指導が悪いと批判するし、メンバー編成などにも口をはさむ父兄
　がおり、指導に支障をきたす場合もある。
　　など。
◎道場及びクラブ運営上の問題。
　◎剣道場の使用日時に制約があり、自由に充分な練習ができない。
　◎公営の剣道場を借用しているが、その使用料が高く、運営上苦労している。
　◎近隣からの騒音苦情が多く、練習時間帯が制約され、しかも大きな声を出せないな
　　ど思い切り練習することができない。
　・体育館は広くてよいが、スプリングもなく床が固い難点がある。
　・135年の伝統をもつ古い由緒ある道場であるが現状を残し保管することが困難であ
　　る。
　◎一部の指導者にいろいろな雑事が集中してしまい、精神的に疲れてしまう。
　◎月謝も安く、クラブ運営費が少なく、経費不足で苦慮している。
　◎大会の回数が多過ぎる。
　◎騒音防止対策として窓を閉めきり、冷暖房装置をっけたりしたいが経費がかかり過
　　ぎる。
　　　など。
（i∋今大会へ参加しての感想及び意見。
　今大会へ参加しての感想は、25人の無記名者を除き、大半の306名（92．44％）が参
　加して良かったと回答している。
　また、感想及び意見の詳細については、
　◎毎年参加したい。
　◎勝負は別にして少年たちの夢は、日本武道館での今大会に参加し、競技することで
　　ある。
　◎小学生時代の良い思い出ができる。
　◎年に一度の全国大会であるので指導者も子供たちも非常に喜んでいる。
　◎全国少年たちが一堂に会し、他チームの良いところを見学し、また手合せをしてよ
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　い勉強になる。
◎良い友達づくりと親睦の場として最高である。
◎剣道普及のたあにこのような大会を開いてもらうことは大変ありがたい。
◎武道館で試合ができるのは大変良い経験になる。
◎道場及びクラブのメンバーや指導者、父兄と一緒に旅行ができる貴重な機会である。
・何かをしなくてはならないことを子供たちが少しでも肌で感じたらと思う。
◎審査委員の先生方の判定の統一化をお願いする。
・基本試合の審判の先生方の判定の規準がどのようなものか、詳しく知りたい。
・試合会場に監督とコーチの二人が入れるようにして欲しい。
・開場内の座席などのトラブルの解決をしてほしい。
◎今大会も次々と工夫のあとが見られ、良い方向に向っていると思う。
　　など。
〔IV〕まとめ
　以上の調査結果をまとめてみると、
　①道場・クラブの指導者については、年齢約50才の錬士、6．72段で、体格・体型は身
　　長は余り高くなく、比較的均正がとれた、中肉中背のガッチリ型が多い傾向を示した。ま
　　たその職種においては会社員・公務員が半数近くを占めた。
②元立ちについては、全体の約1／3が指導者と交代し、平均35才と指導者と比較して16
　才若くなり、段位も5段位で約2段若くなった。しかし、身長において少年たちの身長を
　考慮し、低くなるのではと当初推察されたが、結果は約2cm高くなる逆の傾向を示した。
　　さらにその職種は会社員と共に教員と学生が増加した。
③指導者の一週間の稽古回数とその時間にっいては、一週3．73回、一回122．8分で、元
　立ち者は指導者よりわずかに稽古回数は低いが少年たちへの指導時間は逆に約7分多い傾
　向を示した。また、少年たちは一週平均3．5回、一回の稽古時間は約1時閤半であった。
④道場及びクラブの入門者は、平均約33名で、月謝は平均1，450円で予想に反して比較
　的安価で、剣道愛好者による奉仕の精神で指導が行われている傾向が顕著にみられた。
⑤少年たちの年間の各種大会への参加回数については平均8回と多く、全国各地での少年
　大会の過剰ぶりが顕著である。またその参加経費も膨大で父兄の負担も重く、正常さをや
　や逸している傾向にあると推察される。
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　さらに、少年剣道の指導上の悩み及び課題においては、仕事の関係・塾との関連・父兄と
の問題、練習及び指導上の種々の難題。さらに道場及びクラブ運営上の問題など早急に解決
されなければならない課題も数多く、少年剣道の在り方にっいて再考の時期にきていると考
えられる。
　今後、少年の人口減少に伴い、少年剣道も現在の隆盛に浮かれていては将来その影響をま
ともに受け、また、他の球技種目などの急速な人気上昇などからも衰退すること必至である。
　このような現状からも全国少年剣道錬成大会のおかれた立場は、少年剣道の正しい普及発
展の指標として重要である。
　以上のような少年剣道の実態を把握認識した上で、早急な課題解決と少年剣道の正しい普
及発展と健全な育成のための適切な指導が望まれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ひらかわ　のぶお）
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